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‘‘竜の眼’’
魚と離れられないホジュン族
江麗珍※
　ホジェン族は中国北方に悠久の歴史を持つ，勤
勉で勇敢な民族である。永きにわたって黒龍江，
松花江，ウスリー江の三河川流域に広く生活して
いる。俗に，「山によっては山を食べ，水によっ
ては水を食べ」と言われる。永く果てしがない漁
労生活のなかでホジェン族は独特の生活様式を形
成したきた。
　魚はホジェン族の日常生活の主食である。彼ら
の魚の食べ方には様々な様式があり，味も色々で
ある。アワ，魚肉，山莱をr緒に煮ると味はとて
もおいしい。しかしこれは供え物をしたり一，客を
接待するためのもので，記念や尊重を表す。彼ら
は日常，新鮮な魚肉を食べる以外に，加工して「魚
条子（ユィーティアオツ）」を作り，貯蔵してお
いて食料が不足したときの非常食にする。ホジェ
ン族の「魚楼子（ユィーロウツ）」の中には常に
束ねるか，袋に詰めた魚条子が保存してある。そ
して風が多くて涼しく乾燥した春，秋の季節に魚
条子や魚肉干を日に晒す。「梢魯」は一種の，火
であぶって乾かし保存しやすいようにした魚肉の
塊で，いためても，煮ても焼いてもおいしい。ホ
ジェン族はいつも「梢魯」を子供のおやつに食べ
させる。また新鮮な魚肉をいためる方法もある。
網准，あるいは溝上で人々が忙しい仕事を終え，
疲れ，腹がすいてくるとそぞろ集まって来て簿火
の傍らに座る。そこで魚肉を刺すまたにさして焼
き，煙でいぶって焼いた魚肉の表面がジジジと音
を出すとそれを食塩の上に起き，肉のなかに染み
込ませる。柔らかくこのうえもなくおいしい。
　ホジェン族は焼いたり，いためたり，揚げたり
する他に，生魚を食べる風習もある。親戚や友人，
大切な客の訪問を受けたときは敬意を表して生き
た魚を料理せねばならない。まず生魚の血を抜き
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骨からそぎ落としてそれをセシギリにする。それ
に塩，生姜，葱，唐辛子，酢の調味料を加えてそ
のまま食べる。冬は人々は「魚鉋花」を好んで食
べる。凍った魚の皮を剥ぎ，薄く切って，塩，酢，
葱等の調味料を加える料理だが，酒の肴に大変良
い。その食べ方と味は日本の刺身に良く似ている。
まさに中国の「刺身」である。
　ホジェン族の魚皮服は大変独特なものである。
漁の盛んな時期，女性は忙しく魚皮の加工を始め
る。なめし，叩き，操，といった工程をへて一つ
に合わせて裁断し，特別な魚皮糸で上着や套楠に
縫い上げる。
　女性の魚皮の上着の様式は普段着の上着と同様
で，袖は広く短く，首回りだけあって立て襟がな
い。襟回り，縁，袖口はすべて花紋が刺繍してあ
るか，あるいは各種の色の花の模様で縁取ってあ
る。あるものは縁に貝殻，銅銭，銅の鈴などを一，
二列にして縫い付けているものもある。若い女性
の衣服は赤，黄，緑，藍，黒など各種の色の細長
い皮を切って花柄や雲の形にして衣服を縁取りす
る。これらは5，60年前の普通の衣装であったが，
近年，稀になってきた。
　魚皮服はホジェン族の歴史で最も重要な衣服で
ある。春夏秋冬と一年中ホジェン族は魚皮服から
離れることができない。魚皮服は持ちがよく長く
着られ，寒さや雨にも強い。これはホジェン族の
勤勉さと知恵の結晶であり，実用的な価値と共に，
審美的な価値も持っている。
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